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   は  じ め に

 図書 は そ の使 用 の 面 か ら一 般 酌 に 二 つ の種 類 に分 つ こと が 出来 る。 そ の 一 つ は 知 識 又 は娯

楽 を得 るた め に通 読 す る書 物 で,そ の二 は 通 読 す る の で な くあ る事 柄 を 知 るた め そ の一 部 を

参 照 す る も の で あ る。 この 第2の 種 類 の 図 書 をReference Bookと 普 通 呼 ぶ の で あ る。

Reference Bookは そ の 内 容 が 広 汎 で 記 述 が 圧 縮 せ られ 正 確 な知 識 が 早 急 に 得 らるる よ う

特 殊 な 記 述 の 排 列 が な され て い る。 然 しこ の普 通 図書 とReference Bookと の 区 別 は絶 対

的 な もの で な い。 一 般 にReference Bookと 呼 ば れ て い る も のは 次 の とお りで あ る。

Reference Book ア 書 誌 イ 索 引 ウ 百 科 事典 工 辞典 オ 統 計 書,年 鑑

      　   力 政 府刊 行 物

Referenceを 学 術用 語 集注1は 「参 照 」 と訳 して い る。 この訳 語 では, Referenceの 意味 を

説 明す る の に は な は だ 不 十 分 で あ る。 図 書 館 ハ ソ ドブ ッ ク注2によれ ば 「図 書 館 に よせ られ た

質 問,相 談 に接 し,図 書 館 の 資 料 また は 機 能 を 活 用 して これ に こたえ る こ と」 とい う定義 が

用 い られ て い るが,別 に 適 切 な訳 語 は 示 して い な い よ うで あ る。Referenceの 意 味 は,ほ

ぼ,図 書 館 ハ ソ ドブ ッ ク の と お りで あ るが,国 立 国 会 図 書l!』齪で は,こ れ に 「参 考 調 査 また

は 考 査 」 とい う言 葉 を あ て て い る。 本 論 で はRcferenceと い う言葉 を そ の ま ま用 い る。

Referenceを 担 当 す る図 習:館員 はReferellcerと 通 称 され るが, Rererellcerに はそ れ

ぞ れ 専 門 分野 に つ いて 深 く,広 い知 識 が 要 求 され る こ とにな る。 それ だ け にReferenceは

複 雑 困 難 な 作 業 で あ るが,図 書 館 と して は 利 用 者 に 対 す る図 書 館 員のServiceと して最 大

の もの で もあ る。 研 究 者 が 交 献 の 探 索 に費 や す 時 間 は,研 究 自体 と して は,非 生 産 約 時 間 で

あ るが 「研 究 時 闘 の60%以 上 注4」を 占め る と い うよ うな 報 告 もあ る。 図 書 館 のReference

は,こ の よ うな文 献 探 索 の時 聞 を 最 少 な ら しめ る効 果 を もち,Referenceの 要 求 に こた え

て は じめ て,研 究 老 と図 書 館 が 密 着 し図 書 館 の 役 割 を 果 す こ とが で きる。

   比 較 ・分 析 の 必 要 性

 MudgeはReference Bookの うち百 科 事典(あ る分 野,主 題に 限定 され た 特 殊 ・専 門

的 事 典,た とえ ば,歴 史 事 典 ・キ リス ト教 大 事 典 ・美 学 事 典 等 を 除 く)に つ い て 「百 科事 典

は 総 て の図 書 館 が 参 考 事 務 の 大半 を行 う と こ ろ の 背 骨 」 聞 で あ る とい って い る。 図書 館 の

Referenceの75%注6あ る いは80%注7は 百 科 事 典 で 解 決す る実 惰 に あ り,図 書 館 の 日常 の

Referenceは,百 科 事 典 に始 ま り,更 に 深 い 知識 を さ が す要 点 に な る もの であ る。 ま た,

資 料 提 供 を 遜 確 ・迅 速 に す る こ とは,現 代 図 書 館 活 動 の課 題 で あ るが,今 日,百 科 事 典は 図
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書館におけるReference　Toolsとして最：良にして重要かつ高頻度の資料である。そして，

百科事典の資料的価値の評価が一層進むにつれ，図書館利用者の百科事典の効果的利用法は

重要視すべきであるが，あらゆる知識を総合集成する百科事典といっても限界がある。いか

に最近刊とはいえ，無限大に近い今日の知識を三千ページ，多くとも2，3万ページの中

で，利用者の要求する項目すべて何でもということは不可能であるし，又たとえ項目があっ

ても，内容は妥当かどうか，妥当であっても専門的知識までは無理か，他の資料をぜひとも

参照する必要があるか。さらに，最近刊の百科事典必ずしも十全の内容を持つものではな

く，かえって古いものがその刊行された時代の文化的情勢を反映して，最新干11の辞典の欠点

を補っている場合は少くない。知識の獲得という点から事典を無批判には使用できない筈で

ある。そこで百科事典を効果的に使う為めには，百科事典の編集方針即ち大項目か小項目

か，忌日の見出し・排列，索引，時代に適合する連続改訂，年鑑補遺刊行等，それぞれの百

科事典の構成を充分検討しなければならない。ここに例として，A大百科事典，　B世界大百

科事典，C日本百科大事典，　D国民百科大事典の索引と本文で，1私書箱，翌世帯，巫大百

科事典の三項目を検索してみると次の点が明確となる。（第1表）注8

Aの場合

1索引・本文：郵便函書画→私書画ユウビソシシヨカソ→シシヨカソ参照指示はない。

皿：世帯　登載がない。

Bの場合　　　　t

I索引・本文：私書箱→郵便私書箱　ししょばこ→ゆうびんししょばご　参照指示はない。

Cの場合

1索引：私書箱一一郵便私書箱　参照指示はない。

1索引＝世帯せたい→しょたい世帯　参照指示はない。

9本文：農地法など　参照がない。

Dの場合

1索引：私書箱→郵便私書箱　参照指示はない。

1：世帯　登載がない。

さらに，→（△△をみよ），÷（△△をも見よ）の区別がなく誤りもある。このように百科事

典の構成は利用者の立場からみると，極めて不充分で，編集者の独善性を現わし，利用者の

ための百科事典でないことを示す。これと対照的なのは，Borshaya　Sovetskaya　Entsi－

klopediyaである。これはアンケートの回答約36，000によって絶えず原稿に手を加え，

また投書によって編さん方針を一部変更，たとえば第7巻から見出語にaccentを付ける

などして，可能なかぎり利用者の便宜をはかっている。百科事典の溝成要素の検討から，こ

のように百科事典の優劣が簡単に理解されるので，この作業は利用者の側からいえば利用以

前に行はねぽならない基本的課題である。さらに，検索方法だけでなく，虚数，字数写真

数により解説が詳細か簡潔か，記述は正確，公平か，参考文献の整備などもあわせて検討し

なければならない。

　以上の観点から百科事典の状態の比較・分析調査は，図書館・利用者の立場から極めて重

要である。

比較・分析の基準

　万人に納得される百科事典評価の基準を求めることはむつかしい，したがっていろいろの



ag　1表 項　　　　　目　　　　　上ヒ　　　　較　　　　対　　　　　照　　　　表 五　私　書　箱　注8

　　　　　　　　　　　A　大　百　科　事　典

　　　　　　　　．
B世界大百科事典 C日本大百科事典 D国民百科大事典

項目の

見出し

索　山

本　交

私書函

郵便私書函

私書箱　なし

郵便私書箱

シショカン私書函

二tウビンシシヨカン　なし

（ユービン郵便の解説中に郵便
私書函あり）．　　　　　　　t

ししょばこ　なし

ゆうびんししょばこ郵便私書箱

私雷箱

郵便私書箱

私書箱ししょばこ郵便私書箱の
略

郵便私書箱ゆうびんししょばこ

私書箱

郵便私書箱

ししょばこ→郵便私書箱

ゆうびんししょばこ郵便私書箱

ll　世 帯　注8

素目の

見出し

索　引

本　文

帯
二

世
円

し
し

な
な

せたい　　なし

しょたい　なし

（コ　戸の解説中に1戸は1世
帯とあり）

世帯

世帯→せたい

せたい世帯→住民登録法
　　　　　→生活保護法
　　　　　→農地法など

しょたい世帯→せたい

二
二

世
世

世帯せたい→しょたい所帯

世帯しよたい→戸籍
　　　　　→画肌登録法

帯
帯

世
世

し
し

な
な

せたい　　なし

しょたい　なし

皿　大　百　科　事　典

1距・速引
見出し　本　文

丁 数

字 数

写　　真　　数

Britanicaにつ
いての記述解説
要点

ff科事彙一百科事典百科事典

ヒヤツカジテン百科事典百科辞典

21／2

4，　340

o

1930年14版

〈大百科事典〉書名である 百科事典

ひゃっかじてん百科事典 百科事典ひゃっかじてん

4／r． 1i／io

3，　280 2，　780

o

チエパースによって示された編
集権威と参照の方式を十分活用
した。

2

事典名のみ

百科事典

ひゃっかじてん百科事典

1／2

1，408

2

14版（！92923巻と索引・地図t
巻）現在はシカゴ大学の監修の
もとに刊行される。

齎
吟
・
丑
訟
“
蓄
・
簿
臼
伴
＾
き
（
鰍
摯
蜘
濤
）
詳
瞭

上記の参考 研究社英米文学辞典：14版24冊は1929－30年ロンドンとニューヨークにおいて刊行第二次大戦後はChicago大学が版権をもつている。
研究社世界文学辞典　ユ4版1929－30年に出た，六二深大戦後シカゴ，ケンブリッジ，オックスフオド，ロンドン各大学の教授団の監修の下に増
　　　　　　　　　補版が出た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21



第2表 各　　百　　科　　事　　典　　編　　集　　上ヒ　　較　　対’　照　　表

　　　　　　A　編　　集　　法

1∵1野可［大酬

：項目の立て方
…

陵目排列
…

改訂・

［年鑑・

1補遺。

1発行

改　訂

年　鑑

小項目

五十音順

国民百科
大　辞　典

小項目

五十音順

　　　昭6一］01巻…
補遺、昭24－25
　　　　　　　2巻

ブリタニカ

大項目
小項目
折衷式

ク
ス

ツ　
ウ

ロブ
ハ

記　述

！tr’i”’（”　’

量

書 誌

［挿 図

索 弓

；

［そ　の　他　
1
1

小項目

アルフアベ’ Aルファベ
ット11躊｛　　　　ツト月匝

連　続

Britanica，

Book　of
！lhlfe2egErL．．

アジア中心
国粋主義的．

不充分

乏しい

図や表によ
って解説省
略

不充分

アメリカ的
色彩の傾向

豊富で権戯
がある

語彙が多い

難1疇鍵
索
項
併

考
照
も
る

参
参
を
い

細
（
）
て

詳
引
目
せ

イタリアナ

V項目．t’tt

言語辞典
百科事典併
用

アルファベ
ット順

増補の巻た
えず発行

世界大百科

目
目
式

項
項
衷

大
小
折

五十音順

アジア中心

科牽・要一
二沢山一

軸ξ繊乏・い

・本百科嘆》翼
　　　　［

小項目

五十音順

が絵挿
い

刷
し

別
美

最もと量質
高

の
れ
　
富

係
ぐ
豊

関
す
る
が

術
版
い
図

美
図
て
地

も
旧
説
に
ば
か

で
の
え
潔
め
わ

ま
者
考
簡
読
が

く
用
を
は
て
領

あ
利
宜
明
し
要
る

小項目

五十音順

刊行予定

．．

至ｱIJ〈国戻

百科〉追補
の形〔予定〕

玉川百科
大　辞　典

大項固
言語辞典
百科事典併
用

分野または
主題別

現代新百科

小項目

五十音順

質量とも最：・

高

読む百科
見る百科

家庭大百科

大項目

分野または
主題別

極端に少な
い

QQ

n

導二

`
蝿
難
嚇
護
欝
燭
累
。
．
ド



B　本　　文（1）　e

　　　　　（亙）

項　　目（1）

＼悪名
　　　ここ＼区分

総　春江

1巻の頁数
十　　頁　　数

1頁の段数

1段の行数

1行の字数

1頁の総字数

全巻の総字数

全巻総字数の比率

大百科
科
典摩国

大
ク
ス

ツ　
ウ

ロブ
バカニタリブ イfリアナ 世界大’百科

62 12 3…
2

650

16，　900

990

10，800

41

36

20

2，　880　1

15．　5

2

1，　OOO

23，　OOO

2

54　1

23

2，　484

72

53

7，　632

48，　672，　OOOI　26，　827，　OOO1175，　536，　OOO

8，5 55．　7

20

780

35 31

i，　ooo　［ 505

15，　600　1　35，　OOO

2

69

43

5，　934

9，　257，　OOO

29．　4

2

75

15，665

3

68

60　1

9，　OOO

315，　OOO，　OOO

100

20

4，　080

63，　913，　200

20．　3

墜酬
ユ3

麟鯉鞠
7

676

32

600　1

7，　800

4

39

4，　735

3

6’g，’

互0，792

2

66　i

20　I

　E
16

3，　120 3，　168

52

22

2，　288

現代一二壕庭大土

6

　750

4，　500

10

　500

5，000

4 4

y，［

20

2，720

？t’iEEgL99E336000！一195　EPgLSg9・OOO・4801－fztli3｝，　s72：yt61一！2？，2－4mg，　eo．o

7．71 4．7
　　　　　3．　8’
15．　1

ww

唐

18

2，　304

1：520，000

　　3．　6

（ll）

項　　目　　数

比 率

1項目当り平均
頁数

同上比率

大課
104，　OOO

69．　3

ク
ス

ツ　
ウ

ロぐ
　
　
ヘ

フ
ノ勃”聾摩

国
大
．

102，　OOO

68

O．　162

1項目当り平均i

字数　　　　　「

25．　9

468

同上比率 8．3

O．　105

16．　9

263

4．　7

45，　OOO

30

O．　511

81．　8

3，　900

9．　4

イタリアナ

iso，　ooo　1　s6，　ooe

100

O．　104

16．　6

gitE；7’

ユ1

37．　3　1

世界大百科

so，　eoo

63．　3

O．　625

　100

0．195一

5，　620

100

31．　2

798

14．　2

日本百科

50，　OOO

33．　3

O．　156

．rm2高高S．9

486

8．　6

国民百科
．大事典

美・・難現代繍臆漏

］s，200　1　lso，　ooo　1　33，0co

12．　1 ユ00』

as．261ms．3s

41．　6 22．　08

22

O．　136

824

14．　6

2ユ．7

3工7 370

5．6 6．5

25，　OOO

16．6

0．2－幽

32

460

8．　2

・ 注10 一

。
吾
改
”
哲
・
篶
臼
伴
パ
き
（
副
摯
蝋
湊
）
響

co
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C　文 献

文 献

大百科

な し

国民百科
大辞典
な　　　し

（特殊な場合
のみあり）

プリタニカ

あ り

ク
ス

ツ　
ウ

ロブ
ハ

あ り

・・…
m爾百科1・本百科

あ ・園圃・ し

国民百科
大事典

玉川百科
大辞典

な し　な し

現代新百科

な し

家庭大百科

な し

D　挿 図

［＼

別刷挿絵数

（彩色版数）

本分内挿十二

（彩色版数）

大百科
1．　300

（200）一

16，　OOO

国民百科
大辞典

900

（200）

12，　OOO

ブリタニカ

1．500

（100）

13，500

ブロック1
一・・1イタリアナi世界大酬

1．　loo　1　6，　300

（20e）

11，　OOO

（200）

（400）

32，　OOO

800

（300）

35，　OOO

科
血
ハ

賄
事綬緬

日

700

16，000

820

（120）

9，　OOO

玉州百科
大辞典

3．Q86

（2，　424）

36，　667

（9，　427）

現代新百科

（1，491）

（1，　491）

12，　OOO

家庭大百科

注1σ

21，0

（80）

写

E　地

一

図

別　刷地図

本文内地図

大百科
120

500

国民百科
大辞典

150

500

・・タ・力 ｩ室
150

300

500

500

イタリアナ

150

1，　400

世界大百科

500

日本百科

な　　　し
（別　冊）

国民百科
大事典
な　　　し
（別　冊）

到蜜型現代縮科

81 96

675 534

家庭大百科

吟 注　10

F　索

e
弓

＼事典名
　　　×　区分　　＼

索 一弓

大百科

あ り

国民百科
大辞典

あ　　　り
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あ り あ り

玉川百科
大辞典

あ　　　り
（分野別）

現代新百科

あ　　り
（分野別）

家庭大百科1

あ　　　り
（各　巻）

器

主
冴
“
弊
諜
黙
諾
蹴
宮
。
払



板倉。中村：和・洋ことてん（百科事典）論考 83

疑義をもたれる場合も多いであろうが，弥吉光長の「参考図書選択の条件」注9には，次のよ

うな項目を例挙している。

「A．著作事項

　　1著者（編者，執筆者）専門家の執筆とべテラソの編集。

　　2　出版者。まじめな企劃・出版業績の誠実さ。

　　3出版事項。改訂版，改訂の程度，補遺だけ購入されるか。これには旧版との比較が

　　　必要である。発行年と内容の新旧に注意すること。

　B．内容

　　1主題（a）範囲。

　　　　（b）編集法，全体の構成，項目の立て方，それは大項目か小項目か，参照と索引の

　　　　　如何。

　　　　（c）知識，正確と新しさ。引用の正しさ。書誌の詳細正確。

　　2　表現　語句，文章，女体，絵画，写真，地図，図表の正しいか。

　C　形態

　　1　用紙。2　印刷。3　図版。4　造本。5　価格。

　内容については充分調査すべぎである。内容の評価は専門家でないと困難であるが他の類

書と比較するがよい。自分の熟知する事項については比較するのが，最もよい方法で欠点が

発見される。表現の巧みさについては知らない事項を読み比べて，どちらがよく判るかによ

って知られる。」をわれわれは一応評価の基準としてみとめ，特にB．内容を主として解明

したい。（第2表）t「10

項目のたて方とその特色

　こうしてみると，百科事典は，だいたいに体裁がきまっているといえる。もちろん，それ

が書かれた言語，大項目か（たとえぽEnciclopedia　Italiana　36巻）小項目か（たとえば

大百科事典28巻，国民百科大辞典14巻，Der　grosse　Brockhaus　21巻，表にはないが，

Grand　Larousse　encyclop6dique　10巻，　Encyclopedia　Americana　30巻）小項目に大

項目を重複して採用し，参照で連絡させ，索引で判り易くする折衷式か（たとえぽEncy－

clopaedla　Britannica　24巻，世界大百科事典32巻，表にはないが，　Bol’shaya　Sovets－

kaya　Entsiklopediyaの51巻）により分量はさまざまであるが，いずれもたくさんの項目

をアルファベット順，五十音順に排列し，それに適当と思われる解説をつけている。しか

し，それだけが百科事典の構成方法ではない。もっと眼界をひろくして，今昔の百科事典を

見るとたとえぽ表にはないがプリニウスの博物誌，和漢三才図会からはじまり玉川百科大辞

典，家庭百科大事典，表に現わさなかった，Encyclop6die　Francaise，　Our　Wonderful

Worldは，極端な大項目主義（分野，主題別）で，編集の一つの方向として興味をひく。

このつくり方は，各巻ごと（但し和漢三才図会を除く）にある一つのことがらについて徹底

的な究明をおこなおうとしているいわば学問体系にのっとった記述である。たとえばOur

Wonderful　Worldの第12巻は，野球となっているので，この第12巻を読めば，野球に関

して知りたいことが，細大もらさず収められている。前者（一般的体裁）は，なにかを調べ

てみようとする場合には，実用的で明らかに便利，後者（極端な大項目主義（分野，主題

別））は，系統的に調べあげたいときには，後者が効力を発揮するようである。それは，教
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育的・学習的色彩が強く，体系的・系統的e部門別なので，読む百科・見る百科として便利

であり，前者のように，つなぎ部分のあいまいのままに利用に手間と時間を要しない。しか

し，原始的で実用的でないので，利用に不便ともいわれている。

　さらに，百科事典の性格と，言語（国語）辞典の性格とを併用し編集したLarousseが

あり，フランスの百科事典の一つの特色ではないかと思う。なお，Ita正iana，玉川百科大辞

典もこれに類似している。小項目は見つけ易いが解説が簡潔で不満足，大項目はとっつきに

くいが内容は詳解，折衷は大項目を中核としながら，小項目の相当数を収載している近代的

な百科事典の編集法であって，小項目，大項目の欠点を補うくふうがなされて，利用者の要

求にこたえるよう考慮されている。なお，Larousseの方法は言語辞典と百科事典，たがい

にその長所を生かして内容を豊かにし，機能を拡大強化するねらいである。一項一発主義と

綜合解説を交え解説を関連的に取扱う独得な特色がある。

　　　記　　　述

　民族的，政治的，宗教的偏見や，傾向の強いことはさけ，客観的に取扱うべきが理想であ

るが，Larousseは客観的，科学的編集を標榜しながら一面的な西欧的観点から編集し，た

とえば，政治の事項にこの傾向が目につくし，項目の選択にもそれが出ている。Bol’shaya

Sovetskaya　Entsiklopediyaは社会主義的色彩が強く，たとえば，外交e政党の面，

Americanaは外国資料特にアジア諸国の事項が不正確，　Our　Wonderful　Worldはアメ

リカ大陸中心的，たとえぽ項目のとりかた，大百科事典，世界大百科事典ともアジア的色彩

に富む又大百科事典は時代の文化的情勢のためか，歴史的項目は国粋主義的な面がある。東

西ともに自国中心主義で記述の公平という面で問題がある。

　　　関　係　書　誌

　知識の総合集成が百科事典であるが，完全な解答を期待することは困難である。：更に他資

料文献により調査するため関係文献を付するのが，利用者に対する責任であるといはねばな

らない。国民百科大辞典，世界大百科事典は，特殊な場合のみ文献紹介をしているが，この

ような片手落の紹介，形式11勺に一二の文献をあげるだけでは，じつは手引としてはかえって

危険を伴うおそれがある。外国書の交献などは専門研究者以外ほとんど利用便宜のない場合

の多いのが，実情かも知れないが十分な文献紹介が整備されていなけれぽ，利用者は課題の

研究調査を発展させることができないし，出典のない記述についてどの程度の信頼度をおい

てよいか，全く不安である。特に筆者の立場によって，定義の異る場合には，編集者は出典

を明示することによって，偏向の責任を免れうるが，これが明示されないときは，編集者の

独断・速断と言われても弁解の余地はない。わが国の百科事典が，外国のそれに比べ残念な

がら最も非良心的であるのはこの点である。

　　　改訂・年鑑e補遺発行

　製作に長年月を要し，新事態に処する改訂増補も容易でない百科事典ではあるが，他の出

版物より一一層新しい知識正確な知識とを要求される，したがって，Up－to－dateなものにす

るため，Britannica，　Americanaは連続改訂方針が採られ毎年新版を刊行現在に及んで

いる。わが国では国民百科大事典が改訂刊行の準備を進めている。新版・前版の比較，改

訂の程度を確かめる，特に発行年と内容の新旧に注意する必要がある。しかし利用者の立場
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から再購入は未改訂部分については莫大な金額の二重投資となる。この点，Encyclop6die

Francaise　21巻はloose－leaf　bindingで改訂部分の加除のみで未改訂部分の二重投資は

免がれる。なお，Britannica，　Americanaとも年鑑補遺として，　Britannica，　Book　of

the　year，　Americana　Annualを発行，　Italianaは増補の巻たえず刊行，わが国では，

大百科事典が昭和6－10年補遺1巻，昭和24－25年補遺3巻刊行，国民百科大事典が月刊

く国民百科〉で最新の時事資料を百科事典の追補として刊行する予定であるが，未だ追補と

しては出されていない。年鑑補遺は知識の新しさを補う意企から考えられた方法ではある

が，いずれもまだ完全な方法とはいえない。

　　　挿　図・地　図

　Der　grosse　Brockhaus，国民百科大辞典は挿図によって解説の短縮を図っている。

Italianaは美術関係の図版は特にすぐれているし，地図が豊富である。　Larousseは本文

中に色刷りの写真などを使って，見た目もたいへん美しい。わが国では日本百科大事典の別

刷挿絵が美しい。玉川百科大辞典，世界大百科事典は質量とも特にphotographが多く世

界の最高級で，視覚教育に良い。これとは対照的なのは，Britanicaで自然科学関係項目を

のぞけばほとんど図版がない，さらにBo1’shaya　Sovetskaya　Entsiklopediyaは意外な

ほど多色刷は少なく，写真はほとんど黒白，挿絵数も少ない。わが国では家庭百科大事典が

極端に少ない。Americanaは外国の挿図・地図が不備である。

　　　索　　　引

　索引は本の内容を目次よりも詳しく分析し，その二日をアルファベット順，五十音順に並

べたものである。代表的索引はBritannicaであって，参考索引（参照項目）をも併せて

いる。詳細にして正確また親切，見本とされる。Americanaは索引はないが，項目相互に

連絡し，どんな項目でもさがし出ぜるようくふうしてある。わが国の索引は，第1表のとお

り粗雑でありまだまだ改良くふうすべきである。特に参照は不充分で誤りが多い。

　　　む　す　び

　Brltannica，　Der　grosse　Brockhaus，　ltaliana，　Grand　Larousse　Encyclop6dique，

Bol’shaya　Sovetskaya　Entisldopediyaは世界五大百科と呼ばれ，　Bol’shaya　Sovets－

kaya　Entisklopediyaをま51巻項目数96000（項目の立て方は折衷式）図版40852質量とも世

界第一位である。また，Italianaは全項目に執筆者の署名があり，欧米の百科事典同氏も

権威あるものとして認められている。百科事典の代名詞にさえなっていた，Britannicaも

13版出版：後版権はアメリカのChicago大学出版局に移り，14版はChicago大学を中心と

し，Cambridge，　Oxford，　London各大学の教授団の編集で根本的に改訂刊行されたが，

アメリカ的な最新の知識を集め，簡明な説明を付することになり，ために新項目の挿入と小

項目への分割は大項目を圧縮し，総合的な解説にあらずして，小項目とり入れの整理作業が

中心点となって，総合の解説でない。以前の世界的名声と比べるわけにはいかない。現在

は，London，　Chicago，　Toronto，　Gen6veで出版されているが，アメリカ的色彩の傾向

にある。したがって，解説において，日本の現実が外国の百科事典にまで反映されるように

なるまでにはまだかなりの時を必要とする。Italianaは科学・芸術に沢1」！な量を充て解説

内容も精緻，Bol’shaya　Sovetskaya　Entsiklopediyaは項目の50％が自然科学e技術関係
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で あ る。Americanaは ア メ リカの都 市 ・自然 科 学 や科 学 技 術 が 充 実,書 物 ・演 劇作 品 ・音

楽 作 品解 説 にす ぐれ て い る とか,Der grosse Brockhausや 国 民百 科 大 辞 典 は解 説省 略 を

図 表 に よ る とか,ま た わ が 国 の百 科 事 典 の共 通 点 と して は,編 集 者 の 良心,特 に 研究 的 潔 癖

さ の 欠 如,書 誌 の 不 備,学 術 用 語 の 不 統 一,不 必要 な巻 別 項 目表 を付 して い る とか,そ れ ぞ

れ に 特 色 を 備 え て い る。 百 科 事 典 は 百 科 の知 識 を総 合 ・集 大成 す る もの で あ る と い って も,

自然 科 学 ・社会 科 学 ・人 文 科 学を とわ ず あ らゆ る研 究 分 野 に お い て一 時 も止 ま る こ とな く,

新 た な 知識 は年 々増 加 す る が,百 科 事 典 の 性 格 上,そ の 量 は ぽ う大 な るが た め 刊 行 に 長年 月

を 要 し,新 事態 に 処す る こ とは不 可 能 で あ る。 した が って,い ず れ の 百 科事 典(知 識 の範 囲

や 資 料)も 充 分 では な い し,い わ ん や 日本 語 に よ る百 科 事 典 は,一 度 に 百 人 の 相 談 相手 と指

導 者 を得 る,と い う理 想 に は 程遠 い も の で あ るた め に,図 書 館 に は 各種 の百 科 事 典 を準 備 し

てReferenceに 応 え な け れ ば な らな い の で あ る。    (昭和41年9月30日 受 理)
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Summary

A STUDY OF JAPANESE AND FOREIGN ENCYCLOPEDIAS

THEIR COMPARISON, ANALYSIS, AND EVALUATION

Katsutaka ITAKURA and Hiroo NAKAMURA

  An encyclopedia is said to be a 'synthesis and collection of knowledge,' 

but it may be observed that the knowledge there is relative to the cultur-

al circumstances under which the encyclopedia is published. Even the 

newest does not contain full and perfect contents, and so it may be com-

plemented for its defects by the older ones. On the other hand, it may be 

necessary to refer to other materials. Those considerations tell us that it 

cannot be used uncritically. It may be said in this sense that to compare, 

analyse many kinds of encyclopedias, and  further to investigate their cha-

racteristics and limitations are quite necessary both for their effective 

uses and for editting them.


